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Ｓ聞き合いの活動のための手だて
図画工作科では，教科で得られる知識を次の三つととらえている。それは，
①もの（材料，道具などに関すること）②技能③見方，感じ方である。
子どもは，自分の思いを実現するために既存の価値観をもとに，持てる知識
を生かして表現しようとする。だが，その知識が充分にない場合は画一的な表
現になったり思い通りの表現にならなかったりする場合がある。そこで，知識
を習得し，それを蓄積していく学習が必要になる。図画工作科では，それらの
知識は言語的な理解だけでなく実際に自分でやってみた実感を通さなければ得
ることができないと考える。それらの価値を実践的に実感することで一人一人
の価値観は広がり更新され，主体的な表現が生み出される。そして，図画工作
科における聞き合いの活動では，一人一人の実践的な実感が，他の様々な価値
観の共有を促すことになる。
図画工作科における
嬬哉
実践的な目覇1１
(1)活用知誌
表現における活用知
識
識の明確化
題材を通じて活用していく価値があるものとして活用知識を明確に位置づけ
ることにより，表現の場において，子どもは活用知識を起点とし思考を展開し
やすくなるだろう。また，相互評価の場においても，子ども相互の思考が活用
知識を軸に交流されることで，聞き合いの活動が促されていくものと考える。相互評|西における活用知識
(2)実践的吃実 な実感につながる試行
造形的な知識を習得するには，その造形に働きかける行為の楽しさ，行為の
結果生まれてくるよさを充分に感じ取らせることが大切である。
表現の場で，知識の意味やよさに気付くためには実際にやってみなければ理
解できない。そのために全員が習得のための学習を経験し，更に一人一人が
試行してみる。自分の思いを形や色に託す中で試行することが有効であり，そ
れが習得のための活用になる。言語的な理解から実際に表現していくことによ
って，知識は活用されるものとして獲得される。このような試行過程を経るこ
とで，実践的な実感をともなう聞き合いの活動が可能となる。
表現=おける試行
(3)相互評価による言語化
子どもは，自分の,思いをもとに，感じ，考え，表現する。製作の途中や終末
に行う相互評価の場で，自他の表現の意図や効果を言語化し比較することで，
そのよさが共有される。表現のために選んだ知識の意味やよさを再認識するこ
とで，更によりよい表現をめざすことにもつながっていく。
子どもは，既存の矢ﾛ識の中から必要なものを選択する時に，ただ知っていた
り何となく好きだったりするものを選ぶことがある。そして，他の多くの知識
に目を向けることなく表現し始めてしまう場合が多い。そこで，選ばなかった
ものについて理由や根拠を言語化してみる。なぜ，それを選ばなかったのか，
選ばなかった知識の意味を考えさせるのである。それまで，思いの外にあった
知識を相互評価の場などで比較し再認識することで，活用できる知識はこれま
で以上に広がり，広い視野で知識の価値を理解することができる。
また，子どもが感じ，考え，表現したことを様々な場面で言語化することで，
自らの価値観の変容を実感することができると考えている。
相互評価によって表現の意図や効果，よさの言語化が促されていくことは，
聞き合う内容を深めていくことにつながる。
ﾈ匪工評価によるよさ
の共有
蛎哉を広げる相互評
価
(4)思考プロセス全体の概観
どのような題材でもそのプロセス全体を想起して概観できることは，自らの
思考や表現を客観的にとらえさせ自省的に見つめ直す場を生む。試行過程を経
て，より妥当性のある選択をするためには，課題の条件をあらためて意識し，
思考プロセス全体から再考する必要がある。プロセス全体を概観する見方，考
え方は，より客観的な視点からの聞き合いの活動を生む。
妥当性のある還尺
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